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議
会
の
活
動
に
関
心
が

あ
り
ま
す
か
？

あ
な
た
の
考
え
が
議
会

で
反
映
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
？

議
会
基
本
条
例
の
制
定

や
、
議
会
改
革
・
活
性

化
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

問１

問２

問３

次
の
ペ
ー
ジ
は「
町
民
に
よ
る
議
会
活
動
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果　

公
表
」

町民による議会活動評価ア ンケート結果　公表 特　集

　全体としては、関心が
ある・無いが、ほぼ半数
ずつの結果となりました。
　70代は最も関心が高く、
60代、80代・30代と続き、
20代の関心が最も低くな
っています。

　「思わない」割合が３分
の２程度となりました。
男性の方が、「そう思う」
割合が多いものの、10・
20・40代男性は「そう思う」
と答えた方はいませんで
した。また、無回答が多
くなりました。

　「知っている」人の割合
は３分の１程度でした。
年代が上がるともに「知
っている」が多くなる傾
向で、70代以上では３分
の２が「知っている」との
回答です。男性の方が「知
っている」割合が多い傾
向となりました。

【
分　
析
】

　
高
齢
に
な
る
ほ
ど
何
ら
か
の

形
で
町
政
や
議
会
と
関
わ
る
こ

と
が
増
え
て
く
る
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。「
関
心
が
あ
る
」と

回
答
し
た
方
々
は
、
政
治
を
身

近
に
感
じ
る
機
会（
地
域
活
動
、

社
会
参
加
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
）

が
あ
る
一
方
で
、
若
い
方
は
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
へ
の
関
心
が
薄

い
、
経
験
が
少
な
い
、
ま
た
、

40
代
は
仕
事
な
ど
で
一
番
忙
し

い
世
代
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
分　

析
】

　
「
意
見
を
言
っ
て
も
反
映
さ

れ
て
い
な
い
」方
と
、「
意
見
を

言
う
機
会
が
な
い
」方
、
両
方

の
評
価
が
あ
り
得
ま
す
。
10
～

40
代
は
、
自
ら
の
考
え
を
表
明

で
き
る
場
が
少
な
く
、
議
会
が

発
信
す
る
情
報
も
自
分
の
生
活

か
ら
は
か
け
離
れ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
分　

析
】

　
「
知
っ
て
い
る
」方
が
予
想
外

に
多
い
と
い
う
印
象
で
す
。
条

例
制
定
議
論
の
頃
は
頻
繁
に
情

報
発
信
し
ま
し
た
が
、
近
年
は

条
例
の
制
定
が
ど
う
い
う
意
味

を
持
つ
の
か
、
議
会
改
革
や
活

性
化
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る

の
か
を
発
信
で
き
て
い
な
い
た

め
、
若
い
世
代
の
認
識
度
が
低

く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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６０～６９歳
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総計

とても関心がある 少し関心がある 分からない・答えられない あまり関心がない 全く関心がない

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%0%

～１９歳

２０～２９歳
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６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳～

総計

5 22

2 10 1

8 15 3

2 17 2

10 27 2

11 23 5

6 13 3

5 2 3

49 129 19

そう思う 思わない 無回答

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%0%

～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳～

総計 7 59 17 83
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1 1 5 5 1

3 11 4 15 5 1

2

よく知っている 少し知っている 分からない・答えられない あまり知らない 全く知らない 無回答

「どんぐり会」との意見交換

「社会福祉協議会」との意見交換

「ＰＴＡ」との意見交換

「市街地町内会連合会」との意見交換

【議会はこうします】
・�20代対策として高校生との意見交
換を継続！

・40代（子育て世代）への取組を検討！

【議会はこうします】
・�意見を反映するための議論の活発化・
見える化、伝える手段を改善！

【議会はこうします】
・�議会改革の住民にとっての意義を
工夫しながら発信！
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「
議
会
だ
よ
り
」が
毎
月

発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

議
会
が
各
種
団
体
等
と

の
意
見
交
換
会
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

町
民
と
一
緒
に
特
定
の

課
題
を
学
び
意
見
を
交

わ
す「
議
会
フ
ォ
ー
ラ

ム
」を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

議
会
が
町
民
と
の
意
見

交
換
会（
議
会
報
告
会
）

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
議
会
改
革
諮
問
会
議
」

を
設
置
し
、
議
会
に
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

を
導
入
し
、
議
会
に
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

町民による議会活動評価ア ンケート結果　公表 特　集

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
は
、

１
９
７
名
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

自
由
記
載
で
は
、「
議
会
や
議
員
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
」、「
も
っ
と

町
民
目
線
に
な
る
べ
き
」、「
若
い
人
・

豊
か
と
は
い
え
な
い
人
々
が
議
員
に

な
れ
る
改
革
を
」、「
議
会
だ
よ
り
は

詳
し
す
ぎ
、
長
す
ぎ
で
分
か
り
に
く

い
」な
ど
の
意
見
も
い
た
だ
い
て
お
り
、

議
員
間
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

真
の
住
民
福
祉
の
た
め
、
町
民
に

と
っ
て
身
近
な
存
在
と
な
り
、
今
回

の
調
査
項
目
の
認
識
度
が
上
昇
し
、

信
頼
さ
れ
る（
頼
ら
れ
る
）議
会
と
な

る
べ
く
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
で
、
町

民
に
改
革
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ

う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

知っている
85%

知らない
15%

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
６
月
定
例
会
議
」「
６
月
補
正
予
算
」「
審
議
し
た
議
案
と
各
議
員
の
賛
否
」

問５

問６問８ 問７問９問10
議
会
の
情
報
は
何
か
ら

得
て
い
ま
す
か
？

�

（
複
数
回
答
可
）

問４
16014040200

ＳＮＳ（フェイスブック）

議会報告会・フォーラム

情報は得ていない・いらない

議会だより

議会ホームページ

議会の傍聴

議会中継（録画含む）

議員個人

町広報誌

議会会議資料

議員の折込

会合・会議等

学校

新聞

7

10

0

3

3

13

1

2

2

1

5

1

38

145

　議会だよりが圧倒的に
多くなっています。30代
以下の年代でＩＣＴツー
ルからの情報入手が、年
代が上がると議員個人か
ら得ている方が増えてい
ます。一方で、情報は得
てない・いらない方が２
割程度となりました。

　10代を除き、全年代で

「議会だより」の認知度は

高くなっています。議会

活動に関心が低い年代層

であっても「議会だより」

の存在は知られています。

【
分　

析
】

　
議
会
だ
よ
り
の
認
知
度
が
高

い
の
は
、
広
報
誌「
す
ま
い
る
」

に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、「
知

っ
て
い
る
」こ
と
と「
読
ん
で
い

る
」こ
と
は
別
と
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
手
段

と
す
る
方
だ
け
で
な
く
、
意
見

交
換
の
実
施
な
ど
、
議
会
と
町

民
の
関
係
性
に
お
い
て
も
情
報

が
伝
達
さ
れ
て
い
ま
す
。

　町民との対話の場とし

て、議会改革諮問会議以

外は、半数の方から「知

っている」との回答をい

ただいています。

【議会はこうします】
・議会だよりの毎月発行を継続！
・議会だよりの体裁や仕様の検討！
・�町民主催のイベントやＳＮＳによ
る情報発信！

【議会はこうします】
・「団体」との意見交換を継続！
・�「どの団体にも属さない町民」や「少人数であって
も若い方」との意見交換を工夫！

議会モニター会議 昨年度発行された議会だより

知っている
54%

知らない
46%

知っている
59%

知らない
41%

知っている
47%

知らない
53%

知っている
26%

知らない
74%

知っている
51%

知らない
49%
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６月
定例会議

６月
補正予算

　

定
例
会
議
最
終
日
は
６
月
23
日

に
再
開
し
、
町
長
か
ら
の
報
告
１

件
を
受
理
、
議
案
10
件
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
、
陳
情
１
件
を
採
択

し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

報
告　
　
　
　

１
件

　

財
産
取
得　
　

３
件

　

契
約
締
結　
　

５
件

　

補
正
予
算　
　

２
件

　

陳
情　
　
　
　

１
件

　　

質
疑（
要
旨
）

財
産
取
得
の
件（
新
庁
舎
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
購
入
）

問

正
村
紀
美
子
議
員

　

随
意
契
約
は
財
務
規
則
で
２
業

者
以
上
か
ら
見
積
徴
取
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
１
業
者

し
か
徴
取
し
て
い
な
い
の
か
。

答

総
務
課
長

　

随
意
契
約
の
特
殊
性
、
事
務
の

効
率
化
の
観
点
で
、「
随
意
契
約
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
基
づ
き
進
め

て
い
る
。

芽
室
町
哺
育
育
成
施
設
整
備
工
事

（
第
１
工
区
）請
負
契
約
締
結
の
件

問

正
村
紀
美
子
議
員

　

制
限
付
一
般
競
争
入
札
を
取
り

入
れ
た
背
景
は
。

答

総
務
課
長

　

公
共
工
事
の
増
加
に
伴
い
個
々

の
事
業
目
標
達
成
に
有
効
な
手
段

で
あ
る
こ
と
、
工
事
品
質
の
高
度

な
成
果
と
費
用
対
効
果
の
視
点
を

強
化
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
。

※
陳
情
審
査
は
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

議
案
10
件
を
原
案
ど
お
り
可
決

陳
情
は「
採
択
」と
決
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど

２
億
４
，８
８
０
万
４
千
円
を
増
額
補
正

一般会計（歳出）
項　目 金　額 主な使いみち

総 務 費 2,128千円 ・寄附金管理基金積立

民 生 費 1,626千円 ・介護保険特別会計繰出

衛 生 費 242,926千円

・新型コロナウイルス対策

　商工業支援事業� 26,830千円

　学校教育事業� 193,614千円

　子育て支援事業� 17,514千円

　行政経営推進事業� 3,436千円

　地域防災事業� 1,500千円

予 備 費 2,124千円

合　計 248,804千円

特別会計（歳出）
項　目 金　額

介護保険特別会計 1,842千円

審議した議案と各議員の賛否 令和２年６月定例会議

※早苗豊議長は採決には加わりません。

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

寺
町　

平
一

審
議
結
果

議　

決　

日

報 告 継続費繰越計算書作成について報告の件 報告事項のため、採決はありません。 受　　理

６/２

報 告 繰越明許費繰越計算書作成について報告の件 報告事項のため、採決はありません。 受　　理
報 告 債権の放棄について報告の件 報告事項のため、採決はありません。 受　　理
行政報告 行政報告 採決なし
議 案 芽室町固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求める件（その１）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
選任同意

議 案 芽室町固定資産評価審査委員会委員選任につき同意を求める件（その２） 選任同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その１）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その２） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その３） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その４） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その５） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その６） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その７） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その８） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その９） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その10） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その11） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その12） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その13） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その14） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その15） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その16） 任命同意
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件（その17） 任命同意
議 案 財産取得の件（災害告知用戸別端末購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 デジタル防災行政無線等移設工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 上美生辺地に係る総合整備計画策定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 職員の懲戒に関する手続及び効果に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 町税条例等中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町都市計画税条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町国民健康保険税条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基
準を定める条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例中
一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町国民健康保険条例中一部改正の件 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町後期高齢者医療に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町介護保険条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町上水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳 情 「選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書」を国に提出することを求める陳情 厚生文教常任委員会へ審査付託

陳 情 「選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書」を国に提出することを求める陳情 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × × × 採　　択

６/23

報 告 令和元年度めむろ新嵐山株式会社の経営状況について報告の件 報告事項のため、採決はありません。 受　　理
議 案 財産取得の件（新庁舎議場等制作家具購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 財産取得の件（新庁舎ネットワーク機器購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 財産取得の件（教育用パソコン等購入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町哺育育成施設整備工事（第１工区）請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町哺育育成施設整備工事（第２工区）請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町哺育育成施設整備工事（第３工区）請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町役場庁舎外構整備工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町防災拠点倉庫建設工事請負契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

選択的夫婦別姓制度についての議論を求める意見書提出撤回の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 撤回許可
会 議 案 選択的夫婦別姓制度についての議論を求める意見書提出の件 撤回許可
議長発議 議員派遣の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決　　定

次
の
ペ
ー
ジ
は「
６
月
の
委
員
会
活
動
報
告
」「
陳
情
審
査
」「
陳
情
採
択
」

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、
質
疑
・
討
論
を
経
て
、

「
可
決
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
、
そ
の
後
の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
１
８
０
億
１
，７
５
６
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

反
対
討
論

正
村
紀
美
子
委
員

　

め
む
ろ
赤
ち
ゃ
ん
特
別
支
援
金
や
め
む
ろ
子
育
て
特
別
給
付
金
、
ふ
る
さ
と
め

む
ろ
学
生
応
援
報
償
は
、
客
観
的
事
実
の
把
握
が
無
く
、
事
業
効
果
が
明
確
で
は

な
い
。
理
念
無
き
、
臨
時
交
付
金
と
い
う
財
源
あ
り
き
の
予
算
配
分
に
は
反
対
す

る
。

　

６
月
18
日
、
19
日
に
実
施
さ

れ
た
一
般
質
問
は
、
８
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般質問に答弁する
手島町長

補
正
予
算
の
採
決　
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
文
書
質
問
」「
議
会
白
書
」「
表
彰
状
伝
達
」

総
務
経
済
常
任
委
員
会

６
月
11
日（
木
）

６
月
19
日（
金
）

６
月
29
日（
月
）

令
和
元
年
度
め
む
ろ
新
嵐
山
株
式

会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

商
工
観
光
課
か
ら
、「
緊
急
事
態
宣

言
」や「
雪
不
足
」な
ど
の
影
響
も
受
け
、

全
社
売
上
は
前
年
比
約
９
６
７
万
円

の
減
額
と
な
り
、
当
期
純
損
失
が
約

１
，
２
１
５
万
円
と
な
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
に
お
い
て

も
同
様
の
報
告
を
受
理
し
ま
し
た
。

商
工
観
光
課
の
主
要
事
業
等
に
つ

い
て

　

今
年
度
の
主
要
事
業
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

質
疑
に
は
、
空
き
店
舗
対
策
と
し

て
活
用
を
始
め
た「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
」

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
、「
芽
室

版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」の
情
報
発
信
の

工
夫
を
進
め
る
こ
と
、「
芽
室
東
工
業

団
地
」に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前

は
物
流
関
係
の
需
要
が
多
か
っ
た
が
、

現
在
は
様
子
見
の
状
況
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
答
弁
で
し
た
。

芽
室
町
農
業
振
興
計
画
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
を

計
画
期
間
と
し
て
策
定
中
の
、「
芽
室

町
農
業
振
興
計
画
」の
策
定
状
況
に

つ
い
て
農
林
課
及
び
農
業
委
員
会
事

務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
の
、「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

が
あ
る
と
議
論
の
方
向
性
が
分
か
り

や
す
い
」、「
農
業
関
係
者
以
外
に
も

理
解
で
き
る
仕
掛
け
が
必
要
」、「
素

案
を
検
討
す
る
部
会
間
の
連
携
も
必

要
」、「
新
規
参
入
者
へ
の
円
滑
な
農

地
貸
付
が
可
能
か
」な
ど
の
質
疑
に

対
し
、「
議
論
の
過
程
を
踏
ま
え
な
が

ら
第
三
者
に
分
か
り
や
す
い
も
の
を

検
討
す
る
」、「
生
産
者
以
外
の
方
も

部
会
で
議
論
し
て
い
る
」、「
部
会
間

連
携
し
、
農
業
分
野
だ
け
で
完
結
せ

ず
、
他
の
分
野
と
の
連
携
も
考
慮
す

る
」、「
現
状
は
購
買
意
欲
が
あ
る
が
、

８
年
後
と
い
う
観
点
も
踏
ま
え
て
検

討
す
る
」な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

特
殊
勤
務
手
当
の
改
正
に
つ
い
て

　

公
立
芽
室
病
院
の
療
養
型
病
棟
運

用
に
伴
い
、
介
護
職
員
の
深
夜
勤
務

に
対
す
る
手
当
を
規
定
す
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

６
月
11
日（
木
）

芽
室
町
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
主
な

対
応
に
つ
い
て

　

範
囲
が
多
岐
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、

合
同
委
員
会
で
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

各
担
当
課
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で「
食
農
理
解

促
進
事
業
」、「
発
祥
の
地
杯
全
国

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」、「
芸
術
鑑

賞
会
」な
ど
中
止
と
な
っ
た
事
業
、

「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」、「
小
・
中

学
校
の
情
報
機
器
購
入
」、「
赤
ち

ゃ
ん
特
別
給
付
金
」な
ど
経
済
や

学
校
、
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
支

援
策
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
中
止
と
な
っ
た

事
業
の
今
後
の
考
え
方
や
、
現
に

進
め
て
い
る
事
業
の
実
施
状
況
、

新
た
に
計
画
し
て
い
る
対
策
の
視

点
や
財
源
に
つ
い
て
の
質
疑
が
な

さ
れ
、
中
止
は
残
念
だ
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
を
検
討
す
る
時
間

が
増
え
た
と
前
向
き
に
捉
え
る
、

財
源
に
は
国
の
補
正
予
算
に
よ
る

町
へ
の
配
分
を
充
て
る
な
ど
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
２
日（
火
）

６
月
５
日（
金
）

６
月
８
日（
月
）

６
月
25
日（
木
）

旭
川
医
科
大
学
と
の
連
携
に
つ

い
て

　

旭
川
医
科
大
学
の
地
域
医
療
を

支
援
す
る
構
想
の
モ
デ
ル
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
在
宅
医
療
・
訪
問
診

療
の
重
点
支
援
施
設
と
し
て
、
新

た
な
支
援
体
制
に
よ
り
進
め
て
い

く
と
の
説
明
が
公
立
芽
室
病
院
か

ら
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
の
質
疑
に
対
し
て
、「
公
立

芽
室
病
院
を
町
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
据
え
て
展
開

し
て
い
く
が
、
内
容
は
こ
れ
ま
で

の
取
組
み
と
繋
が
っ
て
い
る
」、「
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
は
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
検
討
す

る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
各
課
の
主
要
事
業
等

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

陳
情
第
４
号
の
審
査
に
つ
い
て

は
次
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

合
同
委
員
会

陳
情
審
査（
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
）

陳
情
採
決（
本
会
議
）

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

６月 の委員会活動報告

６
月
２
日（
火
）

６
月
５
日（
金
）

６
月
８
日（
月
）

　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
、『
陳
情
第
４
号「
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
」を

国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
』は
、

陳
情
提
出
者
を
参
考
人
と
し
て
招
致
す

る
な
ど
、
３
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

自
由
討
議
で
は
、「
男
女
平
等
共
同
参

画
に
必
要
な
制
度
で
あ
り
、
国
に
お
け

る
法
制
化
の
実
現
を
要
望
す
べ
き
。」、

「
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
も
含
め
て
、
法
制

化
に
向
け
た
議
論
が
深
め
ら
れ
る
べ
き
。」

と
の
肯
定
的
な
意
見
、「
子
ど
も
の
姓
が

そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
で
問
題
が
生
じ

る
。」、「
地
方
議
会
と
し
て
は
、
全
面
的

に
法
改
正
す
べ
き
と
せ
ず
、
慎
重
に
進

め
る
べ
き
。」と
の
慎
重
な
意
見
の
ほ
か
、

「
賛
成
の
立
場
で
は
な
い
が
、
こ
の
制

度
を
望
む
方
が
い
る
の
な
ら
、
国
会
の

場
で
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
が
あ
る
べ

き
。」な
ど
の
、
法
制
化
で
は
な
く
国
会

で
の
議
論
を
促
す
意
見
が
述
べ
ら
れ
議

論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

採
決
に
先
立
ち
、
賛
成
の
立
場
で
２

名
か
ら
、「
夫
婦
同
氏
制
を
採
用
し
て
い

る
国
は
日
本
だ
け
で
あ
り
、
事
実
婚
を

選
択
し
法
的
な
保
障
が
無
い
た
め
に
起

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
利
益
を
招
き
、
将

来
の
暮
ら
し
に
不
安
を
抱
え
て
生
き
て

い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
今
の
状
況
は

問
題
で
あ
る
。」、「
法
制
化
に
向
け
た
議

論
は
国
会
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

多
様
な
生
き
方
や
社
会
を
認
め
ら
れ
る

か
否
か
。
事
実
婚
で
は
配
偶
者
控
除
や

相
続
税
、
年
金
な
ど
の
面
で
当
事
者
に

不
利
益
が
生
じ
る
。
別
姓
を
選
び
た
い

夫
婦
へ
の
選
択
肢
を
広
げ
る
べ
き
。」と

の
討
論
、
反
対
の
立
場
で
３
名
か
ら
、

「
こ
の
問
題
の
社
会
的
認
知
度
が
上
が

る
よ
う
声
を
上
げ
る
こ
と
は
同
感
で
あ

る
が
、
法
整
備
が
必
ず
し
も
急
務
と
は

言
え
な
い
。
国
会
審
議
の
再
開
が
先
決

で
あ
り
、
陳
情
の
趣
旨
が
す
べ
て
妥
当

と
は
言
え
な
い
。」、「
非
婚
化
や
少
子
化

な
ど
の
問
題
が
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
の

導
入
で
解
決
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。」、「
国
民
的
な
議
論
や
国
会
の
議
論

を
も
反
対
す
る
立
場
で
は
な
い
が
、
性

急
な
法
改
正
に
は
多
大
な
リ
ス
ク
が
想

定
さ
れ
る
。」な
ど
の
討
論
が
な
さ
れ
、

６
月
23
日（
火
）

　
『
陳
情
第
４
号「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書
」を
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
』に

つ
い
て
、
本
会
議
で
採
決
を
行
い
ま
し

た
。
立
川
厚
生
文
教
常
任
委
員
長
か
ら
、

委
員
会
と
し
て「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
た
と
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
・

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
国
連
の
是
正
勧
告
が
あ
り
、
最
高

裁
は「
国
会
で
論
ぜ
ら
れ
判
断
さ
れ
る

べ
き
」と
示
し
て
い
る
。
家
族
の
あ
り

方
が
多
様
化
す
る
中
で
、
誰
も
が
平
等

に「
姓
」を
選
べ
る
社
会
を
作
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。」、「
女
性
の
社
会
進
出
が

当
た
り
前
に
な
っ
た
今
、
結
婚
に
よ
っ

て
姓
を
変
え
る
こ
と
の
不
都
合
さ
が
生

じ
て
い
る
。
事
実
婚
や
通
称
利
用
の
拡

大
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が
多

い
か
ら
こ
そ
立
法
に
よ
る
解
決
が
必
要

で
あ
り
、
不
利
益
を
早
急
に
改
善
し
、

真
の
男
女
平
等
社
会
の
実
現
の
た
め
採

択
す
べ
き
。」な
ど
中
田
議
員
、
堀
切
議

員
、
正
村
議
員
が
賛
成
討
論
を
、「
婚
姻

に
よ
る
望
ま
な
い
改
姓
の
苦
痛
、
改
姓

に
伴
う
煩
雑
か
つ
膨
大
な
事
務
手
続
き
、

事
実
婚
に
よ
る
婚
姻
の
形
骸
化
、
非
婚

化
や
少
子
化
な
ど
の
問
題
が
選
択
的
夫

婦
別
姓
の
導
入
で
解
決
で
き
る
と
は
思

え
な
い
。
町
民
を
含
む
、
国
民
全
体
に

広
く
社
会
一
般
の
福
祉
と
利
益
に
関
連

し
、
公
益
性
が
認
め
ら
れ
る
陳
情
で
は

な
い
。」、「
国
会
審
議
が
再
開
さ
れ
る
べ

き
で
は
あ
る
が
、
陳
情
趣
旨
の
法
整
備

が
必
ず
し
も
急
務
と
は
言
え
な
い
。」な

ど
、
寺
町
議
員
、
常
通
議
員
が
反
対
討

委
員
会
と
し

て「
不
採
択

と
す
べ
き
も

の
」と
決
定

し
、
本
会
議

に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

陳情審査（参考人を招致）

陳情の採決

　

会
議
案（
議
員
提
案
）は
撤
回

　

陳
情
第
４
号
が
委
員
会
で「
不
採
択

と
す
べ
き
も
の
」と
決
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
賛
否
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ

る
中
で
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の「
法

制
化
」ま
で
言
及
は
で
き
な
い
が
、
国

会
の
場
で
の
早
急
な「
議
論
」は
求
め
る

べ
き
と
し
て
、
５
名
の
議
員
か
ら
提
出

さ
れ
て
い
た「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

に
つ
い
て
の
議
論
を
求
め
る
意
見
書
」は
、

陳
情
第
４
号
が
本
会
議
で
採
択
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、「
意
見
書
の
趣
旨
が
不
要
に

な
っ
た
」と
し
て
撤
回
請
求
書
が
議
長

に
提
出
さ
れ
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

論
を
行
い
、

採
決
の
結
果

８
名
の
議
員

が
賛
成（
７

名
が
反
対
）

し「
採
択
」と

決
定
し
ま
し

た
。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

令和２年６月　延べ24時間45分活動しました！議会白書

表
紙
写
真

　

よ
う
や
く
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
表
紙
は
、
芽
室
サ
ッ
カ
ー
少
年

団
の
５
、
６
年
生
で
す
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
負
け
る
な
！

☟
文
書
質
問

　

芽
室
町
議
会
会
議
条
例
第
64
条
に

定
め
ら
れ
る
議
員
活
動
で
す
。
議
長

に
そ
の
要
旨
が
通
告
さ
れ
、
今
回
は

６
月
４
日
を
答
弁
書
の
提
出
期
限
と

し
て
町
長
に
送
付
し
ま
し
た
。

文書
質問

答弁

民
間
事
業
者
へ
の
行
政
財
産
の
目
的
外

使
用
許
可
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

�

正
村
紀
美
子
議
員

民
間
事
業
者
へ
の
行
政
財
産
の
目
的
外

使
用
許
可
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

�

６
月
４
日

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ

ー
ク
は
行
政
財
産

と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

町
は
民
間
事
業
者
に
公
共
投
資
を
想
定

し
て
い
な
い
エ
リ
ア（
運
動
広
場
東
側
）

の
使
用
を
許
可
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク

の
再
生
・
改
革
に
と
ど
ま
ら
ず
、
行
政

財
産
の
あ
り
方
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
以
下
の
点
に

つ
い
て
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

１�　

行
政
財
産
の
目
的
外
使
用
を
許
可

し
た
根
拠
と
な
る
法
令
ま
た
は
条
例

と
は
な
に
か
。

２�　

行
政
財
産
の
使
用
を
許
可
し
た
場

合
に
お
い
て
公
用
若
し
く
は
公
共
用

に
供
す
る
た
め
必
要
を
生
じ
た
と
き
、

そ
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る（
地
方
自
治
法
２
３
８
条
の
４
第

９
項
）と
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
財

産
の
目
的
外
使
用
許
可
は
一
時
的
な

も
の
、
直
ち
に
撤
去
で
き
る
も
の
を

前
提
と
す
べ
き
で
あ
る
。
町
が
使
用

を
許
可
し
た
土
地
で
は
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
法

の
趣
旨
と
の
整
合
性
は
図
ら
れ
て
い

る
と
考
え
る
の
か
。

３�　

こ
れ
ま
で
の
行
政
財
産
使
用
許
可

の
事
例
と
、
今
回
の
運
動
広
場
の
使

用
許
可
に
関
す
る
判
断
基
準
に
一
貫

性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

　

ま
ず
、
１
点
目
の「
行
政
財
産
の
目

的
外
使
用
を
許
可
し
た
根
拠
と
な
る
法

令
ま
た
は
条
例
に
つ
い
て
」で
あ
り
ま
す
。

　

根
拠
と
な
る
法
令
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
４
第
７
項
で
、

条
例
は
芽
室
町
財
務
規
則
第
１
６
９
条

に
規
定
す
る
行
政
財
産
の
目
的
外
使
用

と
し
て
、
土
地
の
使
用
を
許
可
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
２
点
目
の「
行
政
財
産
の
目

的
外
使
用
許
可
は
一
時
的
な
も
の
、
直

ち
に
撤
去
で
き
る
も
の
を
前
提
と
す
べ

き
で
あ
り
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
建
設
は
法
の

趣
旨
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い
る
の

か
」で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
行
政
財
産
本
来
の
目

的
を
効
果
的
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
判
断
し
、
使
用
許
可
に
あ
た
っ
て

は
、
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
の
用

に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
用
途
指
定

や
公
用
又
は
公
共
用
の
た
め
必
要
が
生

じ
た
場
合
に
使
用
許
可
を
取
り
消
す
こ

と
な
ど
を
条
件
に
付
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
法
の
趣
旨
と
の
整
合
性
は
図
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
３
点
目
の「
こ
れ
ま
で
の
行

政
財
産
使
用
許
可
の
事
例
と
今
回
の
使

用
許
可
に
関
す
る
判
断
基
準
に
一
貫
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
」で
あ
り
ま
す
。

　

行
政
財
産
使
用
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、

事
案
ご
と
に
根
拠
法
令
と
の
適
合
を
精

査
し
、
許
可
も
し
く
は
貸
付
を
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
判
断
基
準
は
法
令
・
例

規
と
な
る
こ
と
か
ら
一
貫
性
は
確
保
さ

れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
様
の
事
案
が
発
生
し
た
際

の
許
可
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
条
件

設
定
が
明
確
で
な
い
中
で
の
回
答
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
そ

の
時
々
の
ケ
ー

ス
を
十
分
踏
ま

え
た
上
で
、
法

令
・
例
規
と
の

適
合
を
慎
重
に

判
断
し
、
対
応

を
決
定
し
て
い

く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

同
じ
よ
う
な

事
案
が
生
じ

た
場
合
に
は
、

今
回
の
基
準

と
照
ら
し
同

様
に
使
用
許

可
し
て
い
く

の
か
。

建設中のワイナリー

表
彰
状
伝
達

　

多
年
の
地
方

自
治
の
発
展
に

寄
与
・
貢
献
さ

れ
た
功
績
に
対

し
、
柴
田
正
博

議
員
が
北
海
道

町
村
議
会
議
長

会
か
ら
表
彰
さ

れ
、
６
月
18
日
の
本
会
議
で
議
長
か
ら

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

会議名 日時 休憩
時間

実質
時間 議件 傍聴

人数
ネット中継
アクセス数会議時間

本 会 議 ６ 月 定 例 会 議

６月２日
２:33 １:43 3 (381)

９:30～13:46

６月18日
２:29 ４:32 一般質問４人（鈴木健充、渡辺洋一郎、正村紀美子、堀切　忠） 15 234 

９:30～16:31

６月19日
０:13 １:13 一般質問２人（立川美穂、中田智惠子） 3 (89)

９:30～10:56

６月23日
０:57 １:26 3 (319)

９:30～11:53

全 員 協 議 会 第３回
６月11日

０:02 ０:49
１．役場庁舎整備事業について
２ ．令和２年度議会活性化計画書・令和元年度議会活性化計画最終

評価書について
2 (142)

11:30～12:21

常 任 委 員 会

総務
経済

第４回
６月11日

０:02 ０:55
１．令和元年度めむろ新嵐山株式会社の経営状況について
２．商工観光課の主要事業等について

1 (142)
１:30～２:27

第５回
６月19日

０:01 ０:51 １．芽室町農業振興計画について 1 (89)
11:20～０:12

第６回
６月29日

０:02 ０:41
１．特殊勤務手当の改正について
２．機構改革について（令和３年４月１日施行予定）

2 242
９:30～10:13

厚生
文教

第３回
６月２日

０:00 ０:03
１ ．陳情第４号「選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書」を国

に提出することを求める陳情
3 (381)

14:00～14:03

第４回
６月５日

０:19 １:13
１ ．陳情第４号「選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書」を国

に提出することを求める陳情
２．旭川医科大学との連携について

4 (148)
９:30～11:02

第５回
６月８日

０:29 ０:26
１ ．陳情第４号「選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書」を国

に提出することを求める陳情
0 312 

10:00～10:55

第６回
６月25日

２:07 ２:14

１．保健福祉課の主要事業等について
２．住民生活課の主要事業等について
３．社会教育課の主要事業等について
４．学校教育課の主要事業等について

0 59
10:00～14:21

議 会 運 営 委 員 会

第３回

６月４日

０:12 １:27

１. ６月定例会議における一般質問について
２．議会だより６月号について
３．議会だより７月号の編集企画について
４．令和２年度議会モニターについて
５．町民による議会活動評価アンケートの結果について

1 103 

９:30～11:09

第４回
６月15日

０:12 １:59

１．令和２年芽室町議会定例会６月定例会議の運営について
２．令和２年度芽室町議会議員研修計画案について
３．合同委員会の運営について
４．議会モニターアンケート結果について

1 15 
９:30～11:41

第５回
６月23日

０:16 １:05
１．議会だより７月号の編集について
２．ホットボイスの取り扱いについて
３．合同委員会の運営について

0 (319)
13:30～14:51

予 算 決 算 特 別 委 員 会

第３回
６月２日

０:00 ２:06

１. 令和２年度芽室町一般会計補正予算（第３号）
２. 令和２年度芽室町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
３. 令和２年度芽室町下水道事業会計補正予算（第１号）
４. 令和２年度芽室町上水道事業会計補正予算（第１号）

3 (381)
11:35～13:41

第４回
６月23日

０:00 ０:37
１. 令和２年度芽室町一般会計補正予算（第４号）
２. 令和２年度芽室町介護保険特別会計補正予算（第１号）

3 (319)
11:07～11:44

総務経済厚生文教常任委員会合同委員会 第１回
６月11日

０:19 １:25
１ ．芽室町における新型コロナウイルス感染症に係る主な対応につ

いて
2 (142)

９:30～11:14

合　計 10:58 10:13 24:45 計47 平均212.1
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スマートフォンサイト 12友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitterアカウント
@memuro_gikai

編
集

後
記

■
新
庁
舎
は
10
月
に
完
成

（
使
用
開
始
は
１
月
）。
新
議

事
堂
は
議
会
以
外
の
多
目
的

用
途
で
の
利
用
も
考
え
て
い

ま
す
。
新
し
い
議
場
に
ふ
さ

わ
し
い
充
実
し
た
議
論
を
ご正村紀美子

期
待
く
だ
さ

い
！

鈴木健充

■
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
や
議
会
に
対
す
る
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
声
を
議
員
間
で
議
論
を

重
ね
、
町
の
発
展
に
活
か
せ

る
よ
う
に
議
会
活
動
に
繋
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

中村和宏

■
６
月
か
ら
学
校
も
通
常
登

校
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

と
違
う
生
活
に
児
童
生
徒
の

皆
さ
ん
の
不
安
は
大
き
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
時
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
こ
の
経
験
を

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

議会モニターアンケート

　

議
会
だ
よ
り
で
、
６
月
の
一

般
質
問
が
６
／
18
・
19
と
案
内

が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
日
だ
と

傍
聴
し
た
く
て
も
な
か
な
か
行

く
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
土
・
日

の
議
会
も
考
え
て
も
い
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

�

（
62
歳　

男
性
）

回
答（
７
月
２
日
）

　

こ
の
度
は
、
議
会
に
お
葉
書

を
お
寄
せ
く
だ
さ
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
提
言
の「
土
・
日
の
議
会
」

開
催
に
つ
い
て
は
、「
夜
間
議
会

開
催
」も
含
め
て
、
過
去
に
も

議
会
内
で
検
討
を
行
っ
た
経
緯

ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス

�

６
月
16
日
受
理

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
、
休
日
や
夜
間

で
の
開
催
に
伴
う
役
場
職
員
へ

の
負
担
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ

と
や
、
現
在
に
お
い
て
も
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
、
録
画
中
継
な
ど

を
活
用
で
き
る
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
る
な
ど
の
背
景
か
ら
、

開
催
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら「
開
か
れ
た

議
会
」と
し
て
、
多
く
の
町
民

に
傍
聴
を
通
じ
て
町
政
、
ま
ち

づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

近
隣
市
町
村
議
会
に
お
い
て
も

休
日
・
夜
間
議
会
を
開
催
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
こ
と
な
ど
、

以
前
と
は
環
境
の
変
化
が
あ
る

こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考

に
、
休
日
・
夜
間
議
会
開
催
を

含
め
、
よ
り
良
い
議
会
運
営
の

実
現
を
目
指
し
議
論
を
重
ね
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る

議
会
と
議
員
像
を
目
指
し
、
一

層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
、
ご
意
見
等

を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
を
避
け
る
た

め
、
第
３
回
モ
ニ
タ
ー
会

議
は
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

モニターの人数をもう少し
増やしても良いのではない
か。

モニターの大半が平日の日中に仕事をされている方たち。毎
度機械的に送信されてくる傍聴のお知らせは疑問。もっとモ
ニターの現状も理解すべき。

町の財政が苦しいのもわかるが、かける所にはかける、ムダ
なお金は出さないを心がけてほしい。

議会についてもっと興味、関心を町民全体が持つべきと思う。
自分達の町は自分達が考え良くしていかなくてはと前向きな
気持ちになった。

意見交換の内容が進んでいるのか議会が公表し、町民の意見
が反映されたかどうかが見られるとモニターの意味があった
と思う。

議員や他のモニターさんと
意見を交わすことは大変有
意義で視野が広がる。

町を衰退させる一番の原因
は、古い価値観やマンネリ
化、新しい情報の欠如だと
思う。身近に発言できるモ
ニター制度はこれからも続
けてほしい。

め
む
ろ
議
会
だ
よ
り
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